
やさしい街づくり！元気な長崎！

だ
よ
り第65号

平成30年８月　発行責任者：五輪　清隆　編集責任者：福田　　剛　長崎市水の浦１の１　TEL861-6032

長崎市議会議員

大野教会堂大野教会堂大野教会堂大浦天主堂大浦天主堂大浦天主堂出津教会堂出津教会堂出津教会堂

委員会の審査を関係者と傍聴委員会の審査を関係者と傍聴委員会の審査を関係者と傍聴

長
崎
市
議
会
議
員　

五  

輪  

清  

隆

　

暑
さ
厳
し
い
候
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

世
界
文
化
遺
産
に
登
録

　

中
東
バ
ー
レ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
ユ
ネ
ス
コ
第
42
回
世
界

遺
産
委
員
会
審
査
を
田
上
市
長
と
市
議
会
を
代
表
し
て
傍
聴
し
ま

し
た
。

　

日
本
か
ら
の
候
補
と
し
て「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」（
長
崎
県
・
熊
本
県
の
12
遺
産
）で
、
長
崎
市
の
遺
産
は

①「
外
海
の
出
津
集
落
」②「
外
海
の
大
野
集
落
」③「
大
浦
天
主
堂
」が

含
ま
れ
て
い
ま
す
、
委
員
会
で
は
委
員
国
の
全
21
カ
国
が
意
見
陳
述

を
希
望
し
、最
初
の
国
が
イ
コ
モ
ス
と
連
携
し
て
推
薦
書
が
評
価
さ
れ
、

議
長
は
反
対
意
見
が
な
い
と
み
て
採
決
を
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
12

カ
国
が
発
言
を
求
め
賛
辞
が
送
ら
れ
全
会一致
で
登
録
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

登
録
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
、
２
０
０
７
年
の
暫
定
リ
ス
ト
の
記

載
か
ら
11
年
間
に
は
推
薦
書
の
取
り
下
げ
や
構
成
資
産
の
除
外
な
ど

様
々
な
曲
折
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
登
録
決
定
の
瞬
間
を
迎
え
た
時

は
感
激
の一言
に
尽
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
世
界
の
宝
と
し
て
大
切
な
遺
産
を
保
全
・
管
理
し
な
が

ら
次
の
世
代
へ
と
確
実
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

　

今
年
も
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
水
分
補
給
な
ど
を
行
い
熱
中

症
に
充
分
に
注
意
し
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が「
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

決
意
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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５
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今
年
３
月
15
日
、
長
崎
市
が
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
に
長
崎
市
名
誉
市
民

の
称
号
を
お
贈
り
す
る
こ
と
を
長
崎
市
議
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
を
も
っ
て

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
市
で
７
人
目
の
名
誉
市
民
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
イ
シ
グ
ロ
氏
が
長
崎
へ
来
崎
し
た
時
に
名
誉
市
民
顕
彰
式
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
程
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
世
界
遺
産
委
員
会
終
了

後
に
日
程
調
整
を
行
い
、
７
月
３
日
に
田
上
市
長
と
私
が
ロ
ン
ド
ン
に
出
向
き
、

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
に
長
崎
市
名
誉
市
民
顕
彰
式
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

又
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
は
長
崎
県
名
誉
県
民
の
称
号
も
受
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、中
村
知
事
・
溝
口
議
長
も
出
席
し
て
顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
の
長
崎
市
議
会
開
会

日
に
全
国
議
長
会
の
永
年
勤
続
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
長
崎
市
議

会
よ
り
35
年
（
１
名
）、
15
年
（
３

名
）、
10
年
（
１
名
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
も
同
僚
議
員
と
共
に
15
年
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
・
ご
協
力
で
厳
し
い
選
挙
で

４
回
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

回
の
受
賞
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

長
崎
市
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

環
境
改
善
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

選
定
理
由

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
は
、
昭

和
29
年
に
本
市
（
中
川
町
）
で
生

ま
れ
、
５
歳
ま
で
過
ご
し
た
後
、

昭
和
35
年
に
英
国
に
わ
た
り
、
昭

和
58
年
に
英
国
に
帰
化
し
た
本
市

出
身
の
日
系
英
国
人
の
小
説
家
で

あ
る
。

　

昭
和
57
年
に
、
戦
後
間
も
な
い

本
市
を
舞
台
に
し
た
長
編
小
説

「
遠
い
山
な
み
の
光
」
で
小
説
家

と
し
て
本
格
的
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

後
、
ブ
ッ
カ
ー
賞
を
は
じ
め
数
々

の
文
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
小

説
家
と
し
て
文
学
分
野
の
振
興
、

繁
栄
等
に
尽
力
し
、
世
界
的
な
地

位
を
確
立
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
卓
絶
な

功
績
に
よ
り
、
平
成
29
年
に
は
、

「
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
」
を
受
賞
し
、

市
民
を
は
じ
め
世
界
中
の
人
々
か

ら
賞
賛
さ
れ
、
尊
敬
を
受
け
る
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
」
の
受
賞

は
、
本
市
出
身
者
と
し
て
は
初
め

て
の
快
挙
で
あ
り
、
ま
た
、
同
賞

の
受
賞
以
降
、
同
氏
が
述
べ
て
い

る
本
市
に
対
す
る
特
別
な
思
い

や
、
平
和
を
願
う
強
い
気
持
ち
は
、

多
く
の
市
民
に
親
し
み
と
深
い
感

銘
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
氏
は
、
そ
の

卓
絶
な
功
績
と
と
も
に
、
高
邁
な

市
議
会
議
員
15
年
表
彰
に
感
謝

人
格
と
識
見
を
有
し
て
お
り
、
今

後
と
も
市
民
の
誇
り
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

  

長
崎
市
名
誉
市
民
条
例

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
社
会
の

進
展
又
は
文
化
の
功
績
の
あ
っ

た
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
、
も
っ
て
本
市
の
社
会
文

化
の
興
隆
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
称
号
を
贈
る
条
件
）

第
２
条　

社
会
の
進
展
又
は
文
化

の
興
隆
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績

が
卓
絶
で
、
世
の
尊
敬
を
受
け

た
市
民
又
は
本
市
に
縁
故
の
深

い
者
に
対
し
、
長
崎
市
名
誉
市

民
（
以
下
「
名
誉
市
民
」
と
い

う
。）
の
称
号
を
贈
る
。

（
選
定
）

第
３
条　

名
誉
市
民
は
、
市
長
が

市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
定
す

る
。

（
顕
彰
）

第
４
条　

市
長
は
、
名
誉
市
民
に

対
し
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
証

す
る
証
書
及
び
名
誉
市
民
章
を

贈
り
、
こ
れ
を
顕
彰
す
る
。

２
．
名
誉
市
民
の
実
績
は
、
こ
れ

を
市
広
報
で
公
表
す
る
。

地域包括ケアシステム

カズオ・イシグロご夫妻と共にイシグロ氏へ記念品を贈呈

長崎市名誉市民顕彰式に出席しました長崎市名誉市民顕彰式に出席しました
（ノーベル文学賞受賞：カズオ・イシグロ氏）（ノーベル文学賞受賞：カズオ・イシグロ氏）



　

平
成
30
年
第
２
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
７
日
に
開
会

し
６
月
26
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
西
側
に（
仮
称
）長
崎
市
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業
費
71
億
２
，２
４
０
万
円
、（
仮
称
）長
崎
市
三
重
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
土
地
調
査
業
務
費
な
ど
整
備
事
業

費
１
，４
７
０
万
円
な
ど
一
般
会
計
補
正
予
算
72
億
７
，
８
４
１
万

１
千
円
、
特
別
会
計（
土
地
取
得
）60
億
５
，
３
９
２
万
１
千
円
の

総
額
１
３
３
億
３
，２
３
３
万
２
千
円
、
17
議
案
が
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
教
育
委
員
会
の
馬
場
豊
子
氏（
教
育
長
）の
任

期
が
平
成
30
年
７
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任

に
橋
田
慶
信
氏（
総
務
部
長
）が
任
命
さ
れ
同
意
し
た
。

平
成
30
年
６
月
議
会

一般会計補正予算 約133億円　条例改正 17議案
  可決・同意

一般会計補正予算 約133億円　条例改正 17議案
  可決・同意

一般会計補正予算 約133億円　条例改正 17議案
  可決・同意

◆
市
民
活
動
推
進
費

コ
ミ
ュニ
ティ
助
成
事
業
費
補
助
金

…

１
０
０
万
円

　

公
益
財
団
法
人
地
域
社
会

振
興
財
団
の
長
寿
社
会
づ
く
り

ソ
フ
ト
事
業
費
交
付
金
を
活
用

し
、地
域
イ
ベン
ト
事
業
に
対
し

て
助
成
す
る
も
の
。

・
事
業
主
体　

茂
木
地
区
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
事
業
内
容　

茂
木
地
区
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り

・
助
成
額　

１
０
０
万
円

◆
市
民
活
動
推
進
事
業
費
補
助
金

コ
ミ
ュニ
ティ
助
成
事
業

…

１
，７
５
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

平
成
26
年
度

◇「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
念
頭
に
お
い
た
」交

流
拠
点
施
設
用
地
の
取
得
予
算
案

（
68
億
円
）の
否
決（
９
月
）

《
理　

由
》

・
現
時
点
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
が
は
っ
き

り
見
え
な
い

・
市
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
十
分

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

・
産
学
官
の
一
体
感
が
見
ら
れ
な

い　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◇
市
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
長
崎

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
協
議
会
の
主

催
で
、「
第
２
回
な
が
さ
き
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
ま
た
、
市
に
よ

る
市
内
35
か
所
で
の
市
民
説
明
会

を
開
催（
11
月
）

◇
交
流
拠
点
施
設
用
地
の
取
得
予
算

案
の
可
決（
11
月
）

※

附
帯
決
議
：
本
市
の
経
済
活
性

化
や
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
活
用
が
最
善
で

あ
る
の
か
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に

関
わ
ら
ず
将
来
の
利
活
用
に
つ

い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

◇
土
地
取
得
議
案
の
可
決
、
交
流
拠

点
施
設
用
地
を
取
得（
３
月
）

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
助
成
金
を
活
用
し
、自
治
会

が
行
う
事
業
に
対
し
て
助
成
す

る
も
の
。

・
西
町
北
部
自
治
会

　

助
成
額
：
２
５
０
万
円

　

ア
ル
ミ
製
ス
テ
ー
ジ
購
入

・
上
切
通
自
治
会　

　

助
成
額
：
１
，５
０
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
、

備
品
購
入

◆
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金

⑴
民
間
保
育
所

…

１
，１
５
７
万
７
千
円

　

国
の
補
助
基
準
額
の
改
正
に

伴
い
、民
間
保
育
所
の
施
設
整

備
に
係
る
助
成
額
を
増
額
す
る

も
の
。

【
増
額
す
る
補
助
金
】

　

滑
石
保
育
園５

８
９
万
２
千
円

　

上
長
崎
保
育
園

５
６
８
万
５
千
円

・
補
助
率　

３
／
４

⑵
民
間
認
定
こ
ど
も
園

…

１
，０
４
５
万
５
千
円

　

国
の
補
助
基
準
額
の
改
正
に

伴
い
、民
間
認
定
こ
ど
も
園
の

施
設
整
備
に
係
る
助
成
額
を
増

額
す
る
も
の
。

【
増
額
す
る
補
助
金
】

　
（
仮
称
）く
る
み
幼
稚
園

６
８
７
万
９
千
円

　

中
央
こ
ど
も
園

３
５
７
万
６
千
円

・
補
助
率　

３
／
４

◆
伝
統
行
事
推
進
費
補
助
金

…

２
１
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
助
成
金
を
活
用
し
、ペー
ロ
ン

大
会
等
で
使
用
す
る
ペー
ロ
ン
船

の
購
入
等
を
助
成
す
る
も
の
。

・
茂
木
ペー
ロ
ン
保
存
会

助
成
額
：
２
１
０
万
円

　
ペー
ロ
ン
船
及
び
備
品
購
入
費

◆
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
費

交
流
拠
点
施
設

…

71
億
２
，４
２
０
万
円

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、新
長
崎
駅
西
側
に（
仮
称
）

長
崎
市
交
流
拠
点
施
設
を
整

備
す
る
も
の
。

・
用
地
取
得
費

68
億
８
，１
４
９
万
１
千
円

・
施
設
整
備
費２

，３
６
０
万
円

　
（
総
事
業
費
）

１
４
７
億
円

　
（
事
業
期
間
）Ｈ
30
〜
Ｈ
33

・
事
務
費
等

６
７
０
万
９
千
円

◆
文
化
財
保
護
推
進
費

伝
統
芸
能
活
動
費
補
助
金

…

２
５
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
助
成
金
を
活
用
し
、伝
統
芸

能
活
動
に
使
用
す
る
備
品
の
購

入
費
等
を
助
成
す
る
も
の
。

・
樺
島
町
自
治
会　

　

助
成
額
：
２
５
０
万
円

　
太
鼓
山
製
作
及
び
備
品
購
入
等

◆
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

…

１
，４
７
０
万
円

　

学
校
給
食
の
献
立
内
容
の
充

実
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、給

食
施
設
の
老
朽
化
等
の
課
題
解

決
の
た
め
、（
仮
称
）長
崎
市
三
重

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向

け
た
土
質
調
査
等
を
行
う
も
の
。

・
土
質
調
査
業
務

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務　

他

主
な
補
正
予
算
の
内
容

主
な
補
正
予
算
の
内
容

主
な
補
正
予
算
の
内
容

交流拠点施設用地周辺地図(イメージ図)(仮称)長崎市交流拠点施設の完成予想図

事業スケジュール（MICE）

時期

平成30年６月

平成30年７月～

平成30年９月
平成30年９月
～平成31年７月
平成31年８月
～平成33年７月

平成33年８月

平成33年11月

内容
６月議会において施設整備等の
事業費の予算議案を提案

基本協定及び事業仮契約の締結

９月議会において事業者との
契約議案を提案、契約締結

基本・実施設計、建築確認

工事監理、建設

竣工引渡

開業

交
流
拠
点
施
設
整
備

事
業
費（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

賛
成
多
数（
賛
成
26
名
、反
対
11
名
、退
席
１
名
）で
可
決
！

　

定
例
議
会
最
終
日
の
６
月
26
日
に
、Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
西
側
に
計
画
し
て
い

る
交
流
拠
点
施
設
事
業（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）整
備
費
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
賛

成
意
見（
３
名
）、
反
対
意
見（
３
名
）が
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
可
決
前
に
開
催
さ
れ
た
環
境
経
済
委
員
会
で
は
、
経
済
界

か
ら
の
陳
情
、
三
菱
重
工
幸
町
跡
地
に
サ
ッ
カ
ー
場
・
ホ
テ
ル
・
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
、
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
社
と
九
電

工
グ
ル
ー
プ
に
委
員
会
に
出
席
し
て
頂
き
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

交
流
拠
点
施
設
は
交
流
人
口
拡
大
を
図
る
事
業
で
２
０
２
１
年
11
月

の
開
業
が
目
標
で
、
整
備
費
約
２
１
６
億
円（
土
地
代
含
む
）、
施
設
・

運
営
は
優
先
交
渉
者
で
あ
る
九
電
工
グ
ル
ー
プ
が
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
利
用
者
は
61
万
人
、
経
済
波
及
効
果
１
１
４
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

約
２
１
６
億
円
の
市
税
を
投
資
す
る
大
型
事
業
で
あ
り
、
失
敗
を
許
さ

れ
な
い
事
業
で
あ
り「
産
・
学
・
官
・
民
」が
役
割
と
連
携
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

主
な
交
流
拠
点
施
設
整
備
の
検
討
経
過

平
成
28
年
度

◇
対
話
型
市
場
調
査
の
実
施（
平
成

28
年
４
月
末
〜
８
月
）

◇
事
業
者
公
募
に
係
る
関
係
予
算
議

案
の
可
決（
平
成
28
年
11
月
議
会
、

29
年
２
月
議
会
）

平
成
29
年
度

◇
８
月
18
日
を
提
出
期
限
と
し
て
い

た
事
業
提
案
書
が
応
募
グ
ル
ー
プ

１
者
か
ら
提
出
さ
れ
、
受
付
。

◇
構
成
員
の
指
名
停
止（
平
成
30
年

２
月
）

　

鹿
島
建
設
㈱
ら
が
受
注
し
た
独

立
行
政
法
人
鉄
道
・
運
輸
機
構

発
注
の「
九
州

新
幹
線（
西
九

州
）、
新
長
崎

（
西
）ト
ン
ネ
ル

他
工
事
」に
お
け

る
死
亡
事
故
に

よ
り
、
２
月
６

日
付
で
鉄
道
・

運
輸
機
構
よ
り

指
名
停
止
措
置

を
受
け
た
こ
と

が
、「
長
崎
市
競

争
入
札
資
格
者

指
名
停
止
措
置

要
領
」に
該
当

す
る
こ
と
か
ら
、

長
崎
市
に
お
い

て
も
２
月
９
日

付
で
指
名
停
止

と
な
っ
た
。

平
成
30
年
度

◇
予
算
、条
例
等
の
議
案
の
提
案（
平

成
30
年
６
月
以
降
）

g

６
月
議
会
に
お
い
て
、
交
流
拠

点
施
設
の
整
備
等
に
係
る
予
算

議
案
を
提
案
。

g

９
月
議
会
に
お
い
て
、
契
約
議

案
を
提
案
予
定
。

g

公
の
施
設
の
設
置
条
例
議
案
及

び
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
に

つ
い
て
も
、
９
月
以
降
の
議
会

に
お
い
て
提
案
予
定
。


